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W227c 気球 VLBI ミッションの検討 IV
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成層圏に滞在する気球搭載型の電波干渉計望遠鏡の検討をおこなっている。成層圏は、高周波電波帯での天文
観測にとって、大気の影響をほぼ完全に避けることのできるサイトであり、地上の電波望遠鏡・スペースの人工
衛星に次ぐ第三の観測プラットフォームとなりうる。 技術的なフィージビリティの検証のために、実験機を北海
道広尾郡大樹町の JAXA 大樹航空宇宙実験場から放球し、22 GHz 帯で地上VLBI 局とのフリンジを検出するこ
とを目指している。 前回の報告に引き続き、観測システムの概要、開発状況、今後の開発計画について述べる。
今期は、ゴンドラ構体、姿勢決定系・姿勢制御系システムの製作、周波数標準源振OCXOの温度安定度試験、

２号機以降のための高精度主鏡の概念設計などをおこなった。ゴンドラ構体はトラス構造をベースにしており、パ
ラシュート開傘時に想定される最大 10Gの荷重に耐えられる設計となっている。スタートラッカー・ジャイロ・加
速度計などから導かれた姿勢決定値を、姿勢制御系が受けとり、制御則にかけてモーターを制御するシミュレー
ション・および実機による動作試験をおこなった。 基本的な機能確認の段階を経て、精度の追い込みをおこなっ
てゆく。一方で、フロントエンドのフライトモデル化および VLBI バックエンドの開発もおこなっており、これ
をゴンドラに搭載してのVLBI観測試験を年度末にかけておこなうべく準備を進めている。


